
2 エ ラの品種 と作期拡大 (園試野菜 花 き部)

( 1 ) 背 景 と ね ら い

本県のエラはほとんどが地場消費であるが、その生産は主として4～ 10月 で、県内市場への

出荷量は約 180tで ある。しかし、これは県内市場取扱高の18%に すぎない。

県外移入は 10月 ～5月の主として冬期間に多いが、現在の県内における作型は春から初秋に

かけての露地栽培が大半である。

本県のユラはあくまでも補完的品目であるが、作期を拡大して県外移入最の多い2～ 4月の自

給率を高めⅢさらに冷涼な気象条件を示」用し″、低温流通を前定とした7月～9月の生産をより拡    〕

大し県外駐1荷も期待し得る作型の確立が必要である。

このようなことから無加温半促成および夏秋どり栽培について目的とする成果が得られたので

指導上の参考にしたい。

( 2 ) 技 術 内 容

1)無 加温 2～ 4月 どり栽培   !f

① 品  種    '

「グツーン～ レト」     !

葉色が濃く葉巾lC″前後と広い品質良好な品種でぁる。この作型では休眠はほとんど問題
なく収量性は安定している。

「耐寒大葉」         !      ‐
 :       ィ

品種特性は'まぽ 「グリージベルト」にと敵するがt収 基は2年株る 「グッ
ニンベルト」よ

りややまきる。

「たいりょうJ

率争
はやや淡線である

Pミ
3午株以降では葉巾が広1最 も多収性の品種そぁる。休血が深く、

特に幼令株 (2年 株)で 萌芽が運く、半促成裁培にはむかない|し かし、 3年 株以降では萌!・1 1

茅がゃゃ遅れ′るが生育が早いため十分この作型に適応できる。

② 被覆時期と収穫期
i  i i   f  i  i    l  .              ト

被榎時期と収穫期の関係は次のとおりである。

被 覆 ! 期 被覆～収種始
めまでの日数

伎雀～収穫終了
時までの日数
9年 株 5回 対め

明
離

ら
均

か
平

覆

の

！被
間 溝牟療5督メU景

1 月  中 旬 35～ 40 日 9 5 日前 後: l  i 1 2 ～1 3 °C 3 2 0 宇3 8  o K P / a

1月 下～ 2月 上旬 30-85 S5日   ″ 14-15 340-350

2 月  中 旬 どわ■3:o f75自
  メIⅢ 16～ 17 390～ 400

被覆方法は大ィプハヴ女内2重 トンネrレ |: 品 種・・1″うニジペルト “ | ~
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2)夏 秋どり栽培

① 品 種

「グリーンペルト」 …  品 質は半促成品種特性の項に準ずるが、この作型の斐巾はQ7

～Q8C材で半促成栽培よりやや分り、抽苔最盛期は3年株で8月上中旬にみられる。

「耐寒大策」 「常禄大乗J …  品 種、抽苦性はほぼ 「ク
・
リーンペルト」なみであるが、

収量は 「常緑大葉」の場合、すて刈期が遅いとやや分る傾向がみらオ1″る。

④ すて刈期

8月～9月の夏秋どり栽培におけるすて刈期は収穫予定の10日 位前でよく、 7月 中下旬

のすて刈で8年株は5～ 6回収穫可能である。             i

但し、 3月 上中旬に収穫期のものは抽苔菫が多くなる。

③ 土 壊水分と生育       .

土壊水分と生育収量の関係は顕著で、PF20以 下の多湿条件で増収効果が著しい。

3)適 応地域 (県下全城 (但し被覆時期は県中内陸部)

(3)指 導上 の留意点

1)品 稔                        ・

①  「たいりょう」の生育特性から、 2年 株は露地春どりとし、 3年 株以降半促成栽培として

利用する方法がよい。

2)2～ 4月 どり栽培

① 日 中の換気は25°C前 後で行ない夕方はできるだけ早目に保温を図り夜温確保につとめる。

② 被 覆方法の進いによる生育、収量差は顕著で、パイプハウス内2重 トンネルに対し、被覆

資材を2枚多くしたパイブハウス内3重 トンネル十カーテンで夜温が3～ 4°C高 く、 8年

株 6回メuりで3o%前 後の増収効果がある。

パイ プハウス

カー テ ン

2重 トンネル

//行 ヽ|

(パ イプハウス内 2通 トンネル) 夕 (パイプハウス内3重 トンネル+か サ ン)

但し トンネル間け 4～ 5C初の空間をかけt更 に夜間のみ保温資材を校覆tた 。

トンネルの高さ 60～ 70c″  向 120じ ″

O 収 穫回数が増すに従い葉巾が狭くなり品質が低下するが、収藩打切りは葉巾Q6c″前後を

めやすにする。

― 〕19モー



( 4 ) 試 験 成 績

1 ) 試 験 課 題 名

半促成ユラ串租比較、 半 母成手子ビニTアィ警寧時期

軍卒ギリ予7母揮半較                    i
?) 試験年次ゃさぞ号可

昭和153年 ～54年 (52年 は株養成) 岩 手園試野菜花き部

3 ) 試 験 方 法
…         ・ …

l ①
族 款 英 体

① 半促威ニラ品種比機

供 試 品 種  グ リーンペル ト、たぃり【う、常緑大業、大寒大葉

ピニール被覆  53年 2月 1日  54年 1月 31日      ! i`

1文穫 回 教  53年  2回    54年  5回

の 半促成ニラビニール被覆期

58年  被 覆時期 1月 13日 、2月 1日、2月 15日  収 穫回数3回 i

5 4 年   〃   1 月 1 3 日、 1 月3 1 日、 2 月1 3 日 ″  5 r 9 1

0 夏 秋どヮニラ品梅比接

供試品極は半促成品種に準ずる。
‐    す て刈期  7月 10日   7月 25日   8月 10日

収穫回数  53年  3回   54年  6回 (但し8月 10日 すて刈区は 5回).

④ 被 覆 方 法

温度条件と生育 (53年  ポ ット試験)

昼温 20° C、 15°C   夜 温 9° C、 5 PCの組合せ。

1 区 2 ポ ット 2 回メU

被覆方法 (54年 甫場実証)

パイプハウス内2重 トンネル区

パイプハウス内3重 トンネル十カーテン区

被覆時期 1月 31日

⑤ 土 塊 水 分   ‐

土壊水分 と生育 (53年 ポット試験)

土壊水分(乾土比)50%  45%  ム 古グ区設定 1
1 区 3 ポ ット  1 回 刈 り  ・

鴻水試験 (53年  54年  甫 場実証)

10物 藤水  20勅 確水  無 擦水区

鴻水方法 4日 に 1回あ割合で耀水
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② 供 試 品 種

品種比較試験以外はグリーンペルト

③ は 種期および定植期

昭和52年 4月 22日 まき  昭 和 52年 7月 22日 定植

④ 栽 柄 距 離

半促成栽培  畦 巾120Cれ  株 問 2 0Ca 条 間40C材  3条 徹株当り7本植

ハウス利用率 5&3"  a当 り667株

夏秋どり裁特  畦 月1120Cれ  株 間20C" 条 間40C″   3条 構

a当 り 1.250株

⑤i施  肥  盤 (降/■ )

元肥  椎 肥300  炭 ヵル12  N-20  P205~&O  K 20~1・ 6

通肥                N-864 P205~Q16 K20と Q64

2年 目以降は元肥の成分量を春 と秋に分施した。   ‐

③ l区 面積および区制

品種比較 1区 48″ (60株 ) 2区 制

ビニール核覆期 1区 a6グ (120株 ) 2区 制

被覆方法 (市場実証) 1区 96″ (120株 ) 2区 備」

土綾水分 (甫場築証)fl区 24″ ( 30株 ) 2区 制

4 ) 試験 結 果

0 2～ 4月 どり栽培                    ! ‐

① 品  種

2月 1日 (54年 1月 81日 )に ハウス被覆し、63年 (2年株)は 3回刈、各4年

(3年株)は 5回刈で生育、1又量の品純問差を検討した。

53年 の収量は 「耐寒大葉」 「常緑大葉」がまきり「たいりょう」は被覆後の萌茅も

遅く分った。 54年 は逆に 「たいりょう」の生育収量が顕著にすぐれ次いで 「グリーン

ペノィト」であり、2年株と3年株で著しい違いを示した。

外観的品質は 「たいりょう」以外の3品種は、ほぱ岡横の形質でtい ずれも球巾lC筋

前後で葉色は濃かった。

これに対し 「たいりょう」は分けつ教が少なく業 部 の長い品位で、奏巾け3年株で、

1.〕～ 1.2o″と更に広く、葉色はやや決線であった。休眠は明らかに 「たいりょう」おミ

深く、特に2年株で顕著であったが3～ 4月 どりでは休眠の面からは実用的に問題はな

いものと思われる。なお食味につぃては、ほとんど品極問差は認められなかった。
―-121 -



② 縦 覆 時 期

被覆時朋と舞 II可用のX」とり収歴よぜの」二背JJJ問との関係は明らかに早い紋覆区ほど収

桜までの生育日数は長かった。被覆時期と収穫始めの1鞘係では、 1月 15日 被覆で2月20

日前後、 2月 1日被覆で3月 5日前後、 2月 15日 被覆で3月 10日 ～15日 頃の収穫始

めであった。収畳は遅い被覆区ほど生育も早く収量もすぐ払 3年 株 5回刈で1月 13日

被覆323五 マに対し、 1カ 月遅い2月 13日 被覆区は20%増 の394K夕でぁった。

③ 保 温 条 件         …

保温条件と生育の関係を知ろうとして53年 は温度の組合せによるボット試験を実施しf

た。この補果、高温区 (昼20°C― 夜9°C)が 低温区 (昼15° CT夜 5°C)の 約 2倍

近い葉重を示し温度の影響が大きいことを示した。

そこで54年 はパイプハウス内2重 トンネル区に対し、 3重 トンネルに力=テ ンを設置

した区を訳定し保温方法の避いによる生育収盤を検討した。その結果平均刈とり収穫期間

_は ハウ'ヽ
内2重 トンネル区、 174日 に対し、3重 トンネル十カーテン区は141日 、著 ちく

しく短縮さ払  4月 下旬まで刈とりが1回多い6回 となり収最も31%多 いが当り446

【夕であった。                            モ   す

② 夏 秋どり裁培

① 品  種

収畳は半促成裁培とは逆に53年 (2年株)の 早いすてXU区で 「たいりょう」がまさっ

たが54年 (3年株)は 逆に 「たいりょう」が最も分り、特にすて刈劇の運い7月 25日

8月 10日 すて刈区での減収が著しかった。 「たいりょう」以外の品種は、すて刈期による

る一定の傾向はみられず 「グ,一 ィベルト」と同様a当 り70o～ 800均 前後であった。

品種特性については半促成の品種の項に準ずるが、抽苦発生にっぃては 「たぃりょう」

がG月下旬～7月上旬壊から発生したのに対し、他の3品種は約20日 位遅い7月中下旬

から発生し、 3年 株では8月上中旬にど―クがみられた。

なお8～ 9月にかけて収穫する夏秋ど力|、すて刈から収穫始めまで10日 位みればよ

く、その後もほ↓ゴ同日数で刈とり収穫ができた。  |

② 土壊水分と生育、取量             i

夏秋どりの7～ 9月は例年乾勉が問題となつため、1士壊水t分と生育、収量についてポノ

ト試験、甫場実証を行った。
|とめ経兵t生 育収盤に及ぼす土壌水分の影響は大きく、 4日 に1回の割で10賜 確水区

に対し、 20効 燿水区は、収量比で53年 (1回 刈)159% 54年 (4回刈)136
':%で あうた。                             _
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(5)主 要成果の具体的デー ター

11)2～ 4月どり栽培

① 品  種

表 1 , 生育 ・収 量 ( 株当 り)

b3年 (2年 株 3回 刈とり)

齢選
長

初

葉

ご
業 数

! 2 9 1的
& 6

栄厚で7

( 5 枚)

装厚Cπ

(5枚 )

収穫期間
(月日)

& T′ -412

a20-4.〕 3

& ?～ 412

& 7-■ ,2

& 5～ 4.28

耐 寒大策

たい りょう 1 8R3

111. 9 1 . 0

＼ ヽヽ、、、 項 目

t品極
｀`

、ヽ＼

葉 長
で″

97 6 1 扇
~「
石話T稿 ■ 1 180 100

S4年 (3年 株  5回 刈とり)

茎百蔦竪幕吾富 Ｈ

″

葉

ｆg

耐 寒 大 葉 27 6

たいりょう 2は 3

常 線大 栄 27 4

ダ リー ン
々ヽ ル ト

五万
‐
席 巧 Q 61

れ 五 Q 64

36 な 1   8& 8

仰
l  m 2 3 1 的

、

52年 2月 7日   58年 2月 7日

54年 (3年 株)5 3 年

1回刈

掃除刈り

(2年 株)

2回 メJ 1回刈  2回 刈 3回 刈 4臣 1刈 5回 刈

耐 寒 大 業

常 緑 大 染

グ リー ン

図 1.刈 とり回数別収量 (a当 り聯)

収盤翔問
(月日)
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｀ ヽ

＼

被破期卿＼
対l と り

5 3 年  2 年 株 5 4 年  3 年

収 雄 月 日 生 育 期 間

1 月 1 3 日

1回 目

2 回 日

3 回 日

4 口 目

5 1 回目

2 . 1 7

3 . 1 4

4 .   4

3 5 日

2 5

2 0

2 . 2 4

3 . 1 0

3 . 2 3

4 .  7

4 . 1 7

4 2 日

1 4

1 3

1 5

〕 0

3 0 9 4

2 月  1 日

( 1 月 3 1 日 )

〕回 目

2 回 日

3 1 画目

4 回 目

5 回 日

3 .  4

3 , 2 3

4 .  7

3 1

1 9

1 5

8

3 . 1 9

4 2

4 . 1 6

4 . 2 8

3 3

1 4

1 4

1 4

1 2

計 6 5 8 7

2 月1 5 日

( 2 月 l e 日 )

1回 日

2 回 目

3 回 日

4 回 日

5 回 目

２
υ
　

Ｏ
じ
　

，
■

} 5

3 1

1 3

2 8

1 6

1 3

3 .  9

3 . 2 3

4 .  6

4 。 1 7

4 _ 2 8

2 4

1 4

1 4

1 ユ

1 1

討
・

5 7 7 4

但し ()は 54年 の被覆時期

② 殺 覆 時 期

表 1.被 板時期とす枚穫期

2 生 育 ・収孟 (株当り) 53年 (2年 株 3回 刈)

ａ
　
肺

収量比

328

｀

練 星
1月 13日 被覆

1 月 3 1 日 〃

2月 1 3 日 〃

当り
＝
Ｈ

秘

葉

３

覆

覆
≫
覆
≫

被

被

日
被

Ｆ

日

日

１

日

■

３

　

１

３

５

１

１

　

　

月

１

月

月

月

１

月

２

１

　

２

く

２

て

2回 目

1 0 0        2 0 0

図 1.刈 とり回数別収量

53年 .

100 200

溢＼翌星
長

″

十業

‘
業 数 茎 放

葉重量
g

厚
櫛

葉
↑

ｈ
ロ

ｒ
　
タ

葉

ご

a当 り
収量【7

収量比

月 1 3 日被イ 31.9 18取16 921 77 6 Q 66 L031… 蘇 隅

月  1日  ″ 3■ 7 ユユQ6 46 5 91.7 Q 64 Q 96 1  184  1  100

月 15日  〃 32. 6 10& 421 1  9豊  6 Q 62 1.00 1  139  1  lo9

54年 (3年 株 5回 刈)

g l(5枝 )

108 4 !  4& 5 ll& 3 1  a 64 1.02 1  394

4回 目 る回 目

キ lB4ニ



③ 保 温条件と生育収量

表 1 温 度処理と生育 (ボット試験) nd和 53年

平  均 22.1

1 回 目 1  2 1 . 4

15℃  9C 2 回 日 1 2 2 , 7

平  均 1 2 2 . 1 29.5
一 ―一――

r_ _ _ _―
―・

1回 目 1 19.3

15C 5C 2 1Lll日 1 16.8

27.5

17. 5

弱 下高石

表 2 被 機方法と生育 (S54年 )

第 1図 気 温経過

最 高
パイプハウス内
3重 トンネル+カ ーテン

↑
パイプハウス内

2E垂トンネル

22.5

処理開始  1月 17日 1 回目刈 とり2 月 3 日

2回 目 2月 23日

最  低

40

35

30

25

20

15

1 0

5

℃ ６４ ５

月

Ｃ４ ５

月

６５

月

３

２

2 3 4 5

3   月

6 1 2 3

4

裏1卒ヨ1瑠―ぁ1塙井T
ギ
・
!|十智| | |

15.8 1 0。 45 1   122 1   132 1  139 1   82

0.61 1   122

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

2 3 4 5 6 1 2 3

2  月    3

4 5 6 1 2 3

月        4

―-125-―



パ イ プ ハ ゥ
3』こトンネ'11カ

ノヾ イ プ ハ ゥ
2 重 ト ン

パ イ プ ハ ゥ ス 内
3銃 トンネノレトカーテン

パ イ プ タヽ

2 . 重 ト

1回 l―l刈とり2回 目

78.7 71.31

3「r」1目  4回 目  5回 日 6回 層|

79 3

計

86日

8 7日

計  対 比

446.1    131

340.8 100

53年 (2年 株  3回 刈平均)

】回目刈   2且  3回  4回   ,回   6回

10    20    30    40    50     60    70    80  87

図 2 刈 とり回数 と生育 日非

内

ル
ス
や矛

ゥ
ン

1顛3 収

　

市

簿 ( a 当りし)

７

月

２５

日

８
月

距

日

2)夏 秋どり栽増        ‐

① 品  種

表 1 生  育 す。収 罰 (1株 当り)

i 耐寒 大 斐

た い り ょ う

常 緑 大 業

耐 寒 大 葉

九|たぃりょう

| ! 1 常
緑 大 業

グリーンペルト

0 84 i 371.9

1.00 1 516.6

0 84 1 405.8

0.86 1 397,1

収 槌 虫湾 問

月      日

7月26日～ 3月2,日

8月 16日～ 9月 18日

9 7 1 8月 2 ]田～ 9月1 8日

981       ″

94i       〃

1001       ″

的 2 1 0 . 5 5

137.8 1  0,62

108 2 1  0.53

105,9 1  0.49

31 6 1 107.9

25.91132.2

36.2 1 109.9

33.1 1 lo4,2

38.0 1 118.9

27,0 1 119.9

39,8 1 114.8

4.01122.2

耐 寒 本 麦1 3 3 6

た い り よ う1 3 4 . 9

常 緑 大 受 1 3 3 . 6

グリーンベルト133.8

32.8

3 1 . 9

34 0

32.4

0.49 1  0fT7 1 404.7

0.5510.981495.6

阻
|は

餞
IⅢ
2 2

0,49 1  0.79 1 390.6

0 84 1 445,7

11021447.6

0.84 1 430.6

0.80 1 458.1
|ク

｀
リーンベル ト
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54年 (3年株 6回 メ!坪均)

但 し8月 10日刈すて区は 5回 刈 りで終了

粗1品轟
耐 寒 大 葉

活| たいりょう

督1常梅ヽ大業
グリーンベルト

76ユ.0

776_8

925 0

888,0

753 7

460.0

68318

722 9

1)74 1 824,9

8月 4日～ 9月 22『1

8月20日～10月1日

104

64

95

100

106

C 1 4

83

100

0.71 1 645,9

0.74 1 776.8

101.5 1 0.51 ' 0.76

103`6 1 0 53 1 0 88

123.3 1 0 52 1  0,77

118.4 1 0 53 1 {〕 75

58`9 1 100 5 1 0.51

革1挙1揺
56 7  1  96 4 1 0 50

7 0 . 9 1 1 3 2 . 0 1 0 5 1

脚 1 神 ュ 1 昭

68.8 1 103.3 1 0 51

78.5 1124.3 1 0 50

30.6

30.5

31 9

31.9

30 1

26,9

29 5

29 5

グリーンベノ|ト
習ぃ緑大葉

ほ1 寒 大 葉

ね|たいりょう

千il常緑大糞
グリーンペノじ′ト

耐 寒 大 業

揖|た
い りょう

7

月
10

日

メ」

1冊荘寒軍ジヽヨ蓬!

約 浄ょう

搬

グリーン
ベノツレ ト

耐寒オ業
ね均ょう
約ちょう

常練大葉

グリーン
′ヾ ル ト

53年 (2年 株  3回 収かく) 54年 (3年 珠  6回 収かく)

軍        ‐ 韓 4

25

日

メll

す
て

８
月

ｌｏ
日
刈

す

て

8月 10日刈すて区のみ

み 5回メJ

100     200    300

図 1 刈 とり回数別収観
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%

53年 (2年 株) 耐 寒 大 算

常 緑 大 葉

グl '一ンベルト

た い り ょう

7 中
 7 下

8 上 8中
 8下

9、
と 9中  9下

０
０

/'

′ヤ

10

20

② 土 壊水分と生育 ・収屋

表 ユ 土 壊水分と生育 (ポット試験)

表 2 穫 水量と生育収畳 (株当り)

53年 2年 株 (力Jとり 1回 )

項目 葉 重

″

1 0沼π区

20  ″

無灌水区 |

70.1

1 1 2 . 0

43.9

74.1

1 1 5 . 5

59.6

3 1 , 1

32,8

28,1

数
葉 重 1 葉厚

71(5

86.8

118.1

149,,6

81,9

|.45

0.49

0.39

0 . 5 0

葉巾

0.67

0.72

0 : 弱

0.70

10伽 区 125.8

20m区 12軌7

無濯水区122.6

対 象 区 1 2 7 . 0

濯水区はパイプハウスで雨よけした。処理開始8月13日で53年同様の濯水方法で行った。

対象区はこの期間 1115腕 の降雨があり5船以上の降雨口が 5Fで かった。
=128-

54年 (3年 株)

8上
 8中  は

8下

収稜期と抽苔発生率

卜``ぜヽ‐
土境枚がょヽ

案 長

初

業 数 裏 数
業 重

タ

葉 巾

こη

葉 厚

( 5 枚,

生 育 対 比側毎なめ

葉 長 葉 数 茎 数 媒 登 鉾 巾 斐 惇

50% 27.5 55,3 23.0 24.2 0.67 0.48 108 宮
υ

つ
０ 130 14ユ 117 102

45% 25.5 41.0 17. 7 17.2 0.6o 0,47 100 100 100 100 100 100

40% ユ4.5 22.0 15.7 6,0 0。47 0.36 57 ，
■

Ｅ
Ｕ 87 35 83 77

処理後 13日 日、処理時期 5 4 日

巾

空

７９

８６

７８

中1常智骨子暑警骨
1601構 水方法は 4日 に 1

2551回 の割合で散水

54年  3年 株 (刈とり4回平均)

178.0 17S,0

帥 , 4 1 柄

1 2 9 . 6 1 5 7 : 6

154.4 159,4

抽苔 la当

率% 1収曇

1 , 1 1 4 普モ
0.81 591

1 . 0 1 2 4 8

1.1 1 409

収 穫 期 間 i 平均値

(月   日 ) 1(PF)

8月23日～ 9月22日



10秘π 区

2 0 m 区

無濯水区

対 象 区
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図

図 1 刈 とり回数別収量 (a当 りし)

(6)残 された問地点

1)ボ リマルチ効果と避水方法

2)ト ンネル栽培の作型確立

(7〕参考資料

53年～54年  着 手園試 野 菜試験成績書

45年～47年  ニ ラ品種比較 植 島園試

51年     品 柄生態試験 ‐栃木,県佐野分場

ニラの栽培技術に関する研究   群 馬園試苛:告2号 、 3号

ニラの生態的特性に関する研究  栃 木県農試報告第16号
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